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各  位                                                                        平成２０年１１月６日 

会 社 名 石 垣 食 品 株 式 会 社

代 表 者 名 代 表 取 締 役 社 長  石 垣 裕 義

（JASDAQ・コード ２９０１） 
問 合 せ 先 経 理 部  主  任  小 西 一 幸

 電 話 番 号  0 3 - 3 2 6 3 - 4 4 4 4
業績予想の修正に関するお知らせ 

平成 21 年３月期（平成 20 年４月１日～平成 21 年３月 31 日）の業績予想について、平成 20 年８月７日付当社「特別利益の計上、及び業績

予想の修正に関するお知らせ」にて発表いたしました業績予想を下記のとおり修正いたします。 
１．平成２１年３月期 連結業績予想の修正等 

（１）第２四半期連結累計期間（平成２０年４月１日～平成２０年９月３０日） 
 単 位 売 上 高 営業利益 経 常 利 益 当期純利益

前 回 予 想 （ Ａ ） 百万円 477 △45 △51 △213
今 回 修 正 （ Ｂ ） 百万円 487 △81 △85 △263
増 減 額 （ B － A ） 百万円 9 △35 △33 △50

増 減 率 ％ 2.1 － － － 

ご参考：前第２四半期連結累計期間の実績(H19.4-H19.9) 百万円 679 △14 △10 △53
（２）通 期（平成２０年４月１日～平成２１年３月３１日） 

 単 位 売 上 高 営業利益 経常利益 当期純利益

前 回 予 想 （ Ａ ） 百万円 760 △52 △64 △226
今 回 修 正 （ Ｂ ） 百万円 770 △88 △98 △276
増 減 額 （ B － A ） 百万円 9 △35 △33 △50

増 減 率 ％ 1.3 － － － 

ご 参 考 ： 前 期 の 実 績 ( H 1 9 . 4 - H 2 0 . 3 ) 百万円 1,170 △90 △103 △154
２．平成２１年３月期 単独業績予想の修正等 

（１）第２四半期累計期間（平成２０年４月１日～平成２０年９月３０日） 
 単 位 売 上 高 営業利益 経 常 利 益 当期純利益

前 回 予 想 （ Ａ ） 百万円 465 △4 △7 41
今 回 修 正 （ Ｂ ） 百万円 466 △14 △13 33
増 減 額 （ B － A ） 百万円 0 △10 △5 △7
増 減 率 ％ 0.2 － － － 
ご参考：前第２四半期累計期間の実績(H19.4-H19.9) 百万円 658 17 14 △29

（２）通 期（平成２０年４月１日～平成２１年３月３１日） 
 単 位 売 上 高 営業利益 経 常 利 益 当期純利益

前 回 予 想 （ Ａ ） 百万円 743 △8 △16 31
今 回 修 正 （ Ｂ ） 百万円 744 △18 △22 24
増 減 額 （ B － A ） 百万円 0 △10 △5 △7

増 減 率 ％ 0.1 － － － 

ご 参 考 ： 前 期 の 実 績 ( H 1 9 . 4 - H 2 0 . 3 ) 百万円 1,125 △10 △18 △168
３．業績予想の修正理由 

（１）単独 
収益面におきましては、記録的な猛暑を記録した昨年には及ばないものの盛夏の影響を受け麦茶が堅調であったほか、ビーフジャーキー

も堅調で、一般向商品の合計売上は前回予想を若干上回り、ほぼ前年並みを維持しました。しかし、業務用商品において乾燥野菜について、

具材として供給する商品の販売が予想を上回り当社の出荷も前回予想を大幅に上回ったものの、業務用乾燥肉の輸入再開が遅れ、業務用

商品の合計売上は前回予想を若干下回ったため、総売上高はほぼ前回予想通りとなりました。 
損益面におきましては、当社は、主に麦茶等茶飲料の製造拠点である船橋工場を廃止し、現在は輸入肉食品の検品出荷拠点である成田

空港工場にその機能を統合し、経費の圧縮を図る予定でございましたが、麦茶が予想を超える出荷となった事から、当初９月初頭を予定して

いた船橋工場の稼働停止を２か月程度先延ばしせざるを得なくなり、上期では工場の稼働停止による工員賃金を中心に経費節減効果を得る

事ができなかった上に、むしろ休日操業や成田空港工場からの応援派遣等により製造賃金が当初予想より増加した結果、営業損益が当初予

想より悪化し、これに伴って経常損益、当期純損益とも当初予想より悪化いたしました。以上より、上記の通り業績予想の修正を行います。 
（２）連結 

連結業績予想につきましては、単独業績予想の修正理由に加え、子会社チンタオ石垣食品有限公司において生産する乾燥肉について、

年初より中国政府により対日輸出許可の交付が停止されており、北京五輪終了後頃の再開を見込んでおりましたが、再開に至らず、対日輸

出分の売上を計上できなかった事による減収が発生したほか、対日輸出分生産停止による稼働率の低下が全体の損益を大幅に悪化させるこ

ととなり売上高、営業損益とも前回予想より減少し、それに伴って経常損益も減少しました。また、生産販売からの撤退を決定したチンタオ石垣

食品の業務用レトルト具材事業について、生産設備の処分方法の検討に遅延が生じたほか、一部工員の解雇交渉が長引いた事により人員

整理作業が遅れたことなどにより、若干の特別損失が発生し、当期純損益が減少しました。以上より、上記の通り業績予想の修正を行います。 
以 上 


